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Computer Scienceは全⽶でも屈指の⼈気・実⼒を誇る学部であり、post-major形式
のUWでは多くの学⽣がCS majorを⽬指して⾼いGPAを獲得するよう努⼒している
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なし

なし



 

 
 

 
 

寮の提供

特になし

交換留学⽣としての住居は⼤学寮もしくは個⼈でroom shareを探すなどの⽅法があ
ります。

なし

■

■

キャンパス・寮では通信速度の⾼いUW⽣⽤のwifiが通っているため⼤変快適に
⽣活出来る 

■

⼤学でPCは使⽤できたが、⾃⾝の物を⽤いたので良くわかりません

幸い健康に暮らすことができたので病院に⾏く機会がありませんでした

⽇本とほぼ同じ環境で暮らすことができます



 

 

 

 
 

 
 

 

 

留学先では⼝座を作らずcredit cardを数枚持って⾏って⽀払いを⾏っていた 

International studentの割合が⾼く、現地以外の⼈(特に中国⼈)と関わることが
多い

⼤学の友達の紹介で関わることがありました

特になし

安全性はほぼ⽇本と同じと考えても⼤丈夫だと思います

特になし

JASSO 8万

先輩⽅の帰国後報告書

基本的にこちらで揃えることができるので特にありません 

TOEFL-iBT 89



 

 

 

5

Vancouberに旅⾏した時にairbnbを通しての宿泊先が薬物中毒者で話が通じなかっ
たこと。

⼗分なサポートを得られたと感じます。留学前はワシントン⼤学への申請⽅法等が
まとめられた紙が配布され、疑問があればすぐに国際交流課の⽅々が対応して下さ
いました。

勧めます。私はワシントン⼤学に留学して多くのことを得ました。私を最後にワシ
ントン⼤学との全学部共通での交換留学プログラムが終了してしまいますが、是⾮
再び再開して欲しいと感じます。
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INTERMED MICRO-
ECON 

(ECON   300 E)

SAHA,JAGORI いわゆるミクロ経済学の授業

INTERMED 
MACRO-ECON

MULLEN,RO
RY 

いわゆるマクロ経済の授業

MARKETING 
CONCEPTS 

(MKTG   301 D)

Hema 
Yoganarasimhan

marketingの基礎の授業

CISB SEMINAR 
(I BUS  491 E)

BHOWMIK,D
AVINDER L

関連する国ごとに分かれてグ
ループワーク等に取り組む授業

ECONOMERICS 
THEORY AND 

PRACTICES(ECON482)

Chang-Jim 
Kim

R, STATA等分析ツールの練習に
取り組む授業

FINANCE, CAPITAL AND 
INVESTMEMTS(ECON42

2)

Mu-Jeung 
Yang

CAPMなどfinanceの基本を学習
する授業

INTRODUCTION TO 
ENTREPRENEURSHI

P

John Hansen 起業のロールプレイをグループ
で取り組む授業

ADVANCED 
FINANCIAL ECON

Mu-Jeung 
Yang

start-upを対象に財務分析を⾏う
授業

ECONOMETRICS 
& DATA SCINECE 

Gregory M. 
Duncan

機械学習をRを⽤いて分析を⾏
う授業

STRATEGIC 
COMUNICATION

Lee 
Hochberg

プレゼン(5回)、ビジネスメール
の書き⽅を習得する授業

16万
11万 10 110万
5万 10 50万

10万
教科書10万

196万
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ワシントン⼤学での10か⽉間は私にとってかけがいのないものとなりました。ここでは主に⼆
つの⾃分が得たことについて書いていきたいと思います。 
・コミュニケーション 
すでにワシントン⼤学で留学を終えた先輩⽅に⼝を酸っぱく留学前から英語⼒の向上に努めて
おいたほうが良いとアドバイスを受けていました。このことを踏まえて3年の夏休みには英語の
⾃習を⾏ってから渡航しました。しかし、実際にアメリカに来てからはスラングや会話の速度
に苦しめられました。ただ、今となっては英語ができないことによって「伝える」ということ
の本質を学べたと感じています。何かを⾃分の中で思いついてそれを伝える時に⾔語がコミュ
ニケーションの中⼼になるのは当然ですが、それ以外の部分、例えば、presentationを使う、話
し⽅等を⼯夫すれば伝わる情報量を落とさずに伝達を⾏うことができると考えています。象⽛
取引規制に関する法律に関してグループとしてクラス全員の前で発表する授業では他メンバー
はネイティヴレベルの英会話者の中、英語⼒が⾜りずにうまく意思疎通を図れずに⾜を引っ
張っていました。そこで⽅向転換をして代わりに視覚情報を使うことでこの問題の解決を図り
ました。具体的には事前に⾃分の意⾒・議論の進度をパワーポイントにまとめて、気持ちを込
めて毎回議論の最初5分間でメンバーに提⽰しました。これでメンバーが⾃分の意⾒に興味を持
ちってくれて結果、最終プレゼンテーションの投票ではクラス40⼈中36⼈の賛同を得ることが
できました。このような経験を通して物事の伝え⽅を意識するようになりました。 
・経済学 
私は経済学部が提供するIFEEKプログラムに所属しています。このプログラムは経済学の専⾨性
と留学を通して学ぶ国際性の両輪を重要にしています。だから、留学の⼀つの⽬的として経済
学の知識の拡充もあり、実際にこの部分について実践できたと感じています。具体的な例を挙
げれば、Advanced Econometricsでは機械学習の⼿法の⾃分の専⾨分野である計量経済学への応
⽤に関して学びました。機械学習とはある過程にパターンを⾒つけ出し、効率化を図るという
今話題の⼈⼯知能の基礎分野でもあります。これまでの計量経済学は所謂伝統的統計学という
ものに基づいたものが主流となっていますが、Googleなどを渡り歩いた経済学者のハル・ヴァ
リンは計量経済学への機械学習の導⼊を⾏うべきだと訴えています。この事実を反映する経済
学の授業は先進的な姿勢があるアメリカのワシントン⼤学だからこそ学べたことだと思いま
す。これら学んだ知⾒を意識して進学予定の経済研究科でよりレベルの⾼い研究を⾏っていき
たいと思います。 
以上⼆つがこの留学を通して主に学んだことですが、他にも様々な⼈種の⼈に会い、⽂化や背
景を学んだことなど書ききれません。是⾮交換留学プログラムに応募して多くのことを学んで
欲しいと思います。 
最後に私に交換留学の機会を与え、⽀えてくださった神⼾⼤学を始めとする⽅々に感謝を述べ
させていただき、この報告書を締めくくらせていただきます。駄⽂となりましたがお付き合い
いただきありがとうございました。


